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校種 教科 経験年数 用いた方法
小学校 理科（A領域） 4 年 9 年 ペアトーク


























































































































































































































































































































































レベル 0 1 2 3 4
Ⅰクラス
前 8 14 1 0 0
後 0 4 15 4 0
Ⅱクラス
前 6 16 5 0 0
後 0 4 17 6 0
Ⅲクラス
前 5 15 6 0 0
後 0 5 9 12 0
表5　記入内容のレベル平均
前 後 差
Ⅰクラス 0.69 2.00 1.31
Ⅱクラス 0.96 2.07 1.11
Ⅲクラス 1.07 2.42 1.23
表6　評価問題の得点
前 後 差
Ⅰクラス 51.6 53.9 △ 2.3
Ⅱクラス 56.8 59.8 △ 1.0










































そこで，1 年生の 4 月から基礎学力の向上に努めた．
その結果として模試などの成績にも学力の向上が表れて
きた（国数英総合で普通科全員の平均点偏差値 6 月模試















































5） 対象　 普通科の希望者 10 名（春）13 名（夏）

































































































































































人数 10 2 1 0
○　国語（目標） 限られた言葉から想像を広げ，情景・
背景を分かりやすく説明する．
























人数 1 4 5 3
○　英語（目標） 一人ではできない長文の読解をグルー
プワークによって内容を理解する．
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